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1 はじめに

氷河の融解は氷河の質量収支のみならず水収支にも深い関係があるため、その量の

推定が必要である。本研究は以下の 2点 に着目して解析を行った。第一に、融解量の

推定は熱収支法によって計算されるが、その過程には次のような気象学的問題がある。

熱収支計算は氷河上の大気層が中立状態であることを仮定 しているものの、氷河の存

在によって形成される安定層のために、熱収支計算に誤差が生じる。本研究ではこの

誤差を最小限に抑えて計算を行う。第二に、氷河の融解は面的に不均一な分布を示す。

よつて、氷河の質量収支・水収支を考えるには融解分布を考慮する必要がある。ここ

では熱収支法を用いて融解を計算 し分布を表す。

2 観測方法

著者 らは 2003年 夏季、スウェーデン・

ス トール氷河にて気象観測を行った。観

測は以下 2通 りの方法で異なる期間につ

いて行った。

観測 1)氷河中央 (図 1, B)で気温・

相対湿度、風速計を o5,1,2,4mの 各高

度に設置し、1分間隔で測定 し、lo分 間

隔で記録した。

観測 2)氷河上 3点 (図 1, A,B,C)

で上記各項目について高さ lmで測定を

行った。

観測 1、 2と 同時期に氷河中央部 (図 1,

分)の測定を行った。

図 1 ス トール氷河。図中 A,B,Cは気象

観測地点

B)で放射 4成分 (短波上下、長波上下成

3 熱収支計算

熱収支計算は以下のように融解に寄与する熱量が放射、顕熱、潜熱フラックスで構

成されると仮定し、雨による熱量は無視 した。

%=0+α +G (1)

ここで、QM:融解に寄与する熱量、Qr放射、QH:顕熱フラックス、QE:潜熱フラッ

クスである。また、顕熱、潜越フラックスは以下のパルク式により計算した。その際、

風速、気温のプロファイルから lmで得られた気象データがもっともよく表面の熱交

換を代表しているとして、計算に用いた。また、バルク交換係数は、傾度法で計算し
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た QH,QDに 最もよく合う 0001を 採用した。

針 ‐ら 〆 ′υl■

Oε =CF●M′191

ここで、CH,CEはバルク輸送係数,ρ :空気密度、

T:気温,′ 蒸発の潜熱,q:比 湿である。

(2)

(3)

Cp:乾燥空気の定圧比熱、U:風速 ,

3 熱収支計算結果

図 2に 7/29-8/10 の

日平均計算値を示す。 こ

の期間の終わ りには長波

や潜熱フラックスはマイ

ナスの値を示 した。顕熱

フラックスはこの期間の

前半でとくに大きかった。
」uy               Au811st

図 2 熱収支計算結果 (日 平均 )

4 面分布の計算

2章 と同様に式(1),(2),(3)に より、GIS上 で 15mグ リッドの DEMを用いて計算を

行った。その際、面分布の効果を表すため、以下のような作業を行った。

1)短 波放射に関しては周囲の地形による陰や表面傾斜の影響を考慮した。大気によ

る減衰や雲の効果を考慮するため、気象ステーションでの観測値と氷河域での最大値

が同地値であると仮定 した。朝、昼、夕の日射の面分布を計算し、その平均値を日平

均値とした。

2)ア ルベ ド、長波放射、風速は氷河全域で同値と仮定 した。

3)気温は観測値と、氷河上 3点での観測か ら得られた低減率 5 5Кykmを用いた。

4)比湿は相対湿度の観測値が氷河上で一定であると仮定 し、気温分布を合わせて計

算を行った。

5 面分布計算の結果

日射量は太陽高度によ り異なる値、分布を示した。顕熱、潜熱フラックスは気温や

比湿変化を反映し、高度変化を示 した。総エネルギーの分布は高度変化のみならず日

射の分布も表 し、氷河の南北縁辺でことなる値を示 した。

氷河全域の融解量と放射、気温、風速の日平均値を比較したところ、融解量変化は

放射や気温変化により追従することが分かつた。
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図 3
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図 4 日平均融解量 (氷河領域平均)と気象各要素の日平均値

6 今後の課題

熱収支計算に関しては、バルク係数や計算に用いる気象データの観測高度が計算結

果に与える影響を検討する必要があろう。

面計算では、簡単化のため氷河全域に対して同一のアルベ ド値を用いたが、アルベ

ドの日射に対する影響を考慮して雪・氷面に対してことなるアルベ ドを用いる必要が

ある。
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